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で
「
温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用

券
」
の
交
付
を
受
け
、
利
用
の

際
、
施
設
窓
口
に
利
用
料
金
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

利
用
料
金　

大
人
４
百
円
、
小

学
生
２
百
円
（
割
引
後
）

 　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
方
で
、
会
社
な

ど
を
退
職
し
、
年
金
を
受
け
て

い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、

老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

る
ま
で
、「
退
職
者
医
療
制
度
」

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

�
退
職
者
医
療
制
度
と
は

　

医
療
の
必
要
性
が
高
ま
る
退

職
後
に
、
高
齢
退
職
者
が
被
用

者
保
険
（
会
社
の
健
康
保
険
や

公
務
員
の
共
済
組
合
な
ど
）
か

ら
国
保
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、

国
保
の
医
療
費
負
担
は
増
加
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
退
職
者
の

医
療
費
を
被
用
者
保
険
が
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
加
入

退
職
者
医
療
制
度
の

届

け

出

を
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泉
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
料
を
助

成
し
ま
す
。

施
設
利
用
期
間　

▽
檜
原
温
泉

セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の
湯
」
…
４

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

（
４
月
〜　

月
は
午
前　

時
〜

１１

１０

午
後　

時
、　

月
〜
３
月
は
午

１０

１２

前　

時
〜
午
後
７
時
）

１０

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）
は
休
み
。

▽
奥
多
摩
温
泉「
も
え
ぎ
の
湯
」

…
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

１８

　

日
（
３
月
〜　

月
は
午
前
９

３１

１１

時　

分
〜
午
後
９
時　

分
、　

３０

３０

１２

月
〜
２
月
は
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
７
時
）

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）
は
休
み
。

利
用
資
格　

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

利
用
方
法　

国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、
保

険
年
金
課
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
動
く
市
役
所
の
い
ず
れ
か

 　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
す
る
と
き
、
脱
退
す
る
と

き
、
退
職
者
医
療
制
度
へ
の
切

り
替
え
の
と
き
な
ど
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら　

日
以
内
に

１４

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
り
、

そ
の
間
の
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
退
の
手
続
き
が
遅

れ
、
誤
っ
て
国
保
の
被
保
険
者

証
を
使
っ
て
受
診
す
る
と
、
国

保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
あ
と

で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
国
保
税
も
課
税
さ
れ
た
ま

ま
に
な
り
ま
す
。

届

け

出

は

２

週

間

以

内

に
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国
保
の
資
格
取
得
日
と
資
格

喪
失
日

　

資
格
取
得
日
は
、
加
入
前
の

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
日
や
転

入
日
な
ど
で
す
。
資
格
喪
失
日

は
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
日
の
翌
日
、
転
出

日
、
死
亡
日
の
翌
日
な
ど
で

す
。
届
け
出
を
し
た
日
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

国
保
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
る

国
保
税
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

国
保
税
の
納
付
は
、
便
利
で

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 　

東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、
保
養
施
設
「
温

温

泉

セ

ン

タ

ー

割

引

利

用

券
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者
全
体
の
国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
を
軽
減
し
、
国
保
財
政
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
、
退
職
者
医
療
制
度
で

す
。

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方
が
、
対
象
と
な
り
ま

す
。

�
退
職
被
保
険
者
本
人
と
な
る

方▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い

▽
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
）
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
そ
の
加
入
期
間
が　

年
以

２０

上
、
ま
た
は　

歳
以
降　

年
以

４０

１０

上
あ
る

�
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者

と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い

▽
退
職
被
保
険
者
と
同
一
の
世

帯
に
属
し
、
主
と
し
て
退
職
被

保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
三
親
等
内
の

親
族
で
あ
る
（
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
孫
、
兄
弟
な
ど
）

▽
年
間
収
入
が
百　

万
円
未
満

３０

（　

歳
以
上
ま
た
は
厚
生
年
金

６０
保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金
の
受

給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
者
の
方
は
百　

万
円
未
満
）

８０

で
あ
る

�
加
入
手
続
き

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、

年
金
の
受
給
の
手
続
き
を
す
る

と
、
年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
年
金
証
書
到
達
日
の
翌

日
か
ら　

日
以
内
に
、
保
険
年

１４

金
課
ま
た
は
東
部
・
西
部
出
張

所
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

�
届
け
出
に
必
要
な
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▽
年
金
証
書

▽
印
鑑

 
問
合
せ　

保
険
年
金
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
９

�
�
共　

通
�
�

 
と　

き　

３
月　

日
（
月
）　

２８

小
雨
実
施

集　

合　

午
前
９
時
、
西
武
線

一
橋
学
園
駅
北
口
駅
前
公
園

※
解
散
は
正
午
過
ぎ
、
江
戸
東

京
た
て
も
の
園
。

コ
ー
ス　

国
土
交
通
大
学
校
�

八
左
衛
門
橋
�
海
岸
寺
�
小
金

井
桜
樹
碑
�
行
幸
松
の
碑
�
小

金
井
橋
�
真
蔵
院
�
陣
屋
跡
�

小
金
井
公
園
�
江
戸
東
京
た
て

も
の
園　

約
４
�
�

費　

用　

１
人
６
百
円
（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）

申
込
み　

３
月　

日
（
火
）
の

２２

午
前
９
時
か
ら
、
小
平
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

可
）
�　

（
３
４
４
）
２
１
２

０４２

０
・
２
１
０
８

小

金

井

桜

と

ゆ
か
り
の
名
所
・

旧
跡
を
訪
ね
る

シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

　

防
犯
マ
ッ
プ
と
は
、
各
地
域

に
住
民
が
自
分
た
ち
で
ま
ち
を

歩
き
、
見
つ
け
出
し
た
ま
ち
の

弱
点
を
模
造
紙
な
ど
で
作
っ
た

地
図
に
落
と
し
込
ん
だ
も
の

で
、
現
在
、
全
国
的
に
そ
の
有

効
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
も

防
犯
マ
ッ
プ
作
り
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

�
防
犯
マ
ッ
プ
作
成
の
ポ
イ
ン

ト▽
見
つ
け
た
場
所
を
写
真
に
撮

っ
て
地
図
に
は
る

▽
定
期
的
に
見
直
す
（
ま
ち
は

変
化
す
る
）

▽
ま
ち
の
人
に
聞
い
た
話
を
書

き
込
む

▽
子
ど
も
と
大
人
が
い
っ
し
ょ

に
作
る

問
合
せ　

防
災
安
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

▽
犯
罪
者
が
隠
れ
や
す
い
場
所

は
な
い
か

▽
ご
み
や
落
書
き
が
放
置
さ
れ

て
い
な
い
か

 　

ま
ち
の
弱
点
を
見
極
め
る
力

を
身
に
つ
け
る
に
は
、
地
域
ご

と
に
防
犯
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

こ
と
が
と
て
も
有
効
で
す
。

「
防
犯
マ
ッ
プ
」
を

作

り

ま

し

ょ

う

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
増
や
し
、
犯
行
の
機
会
を
う

か
が
う
犯
罪
者
に
、「
こ
こ
は

や
り
に
く
い
」
と
思
わ
せ
る
こ

と
な
の
で
す
。

�
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン

ト▽
不
審
な
車
が
止
ま
っ
て
い
な

い
か

▽
一
人
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

が
い
な
い
か

▽
夜
遊
び
を
し
て
い
る
子
ど
も

が
い
な
い
か

　

こ
れ
ら
の
、
ま
ち
の
弱
点
を

見
極
め
る
力
を
ひ
と
り
ひ
と
り

が
身
に
つ
け
、
そ
の
弱
点
を
自

主
的
な
防
犯
活
動
に
よ
り
補
う

こ
と
が
、
犯
罪
を
寄
せ
つ
け
な

い
ま
ち
づ
く
り
に
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

 　

警
視
庁
が
逮
捕
さ
れ
た
空
き

巣
犯
に
対
し
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
空
き
巣
を
あ
き

ら
め
た
理
由
の
第
一
位
は
「
近

所
の
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
た
り
し

た
か
ら
」（　

％
）
で
し
た
。

６３

　

つ
ま
り
、
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
最
も
効
果
的
な
こ
と

は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
声
か

け
活
動
な
ど
で
「
地
域
の
目
」

犯

罪

者

は

「
地
域
の
目
」
が
嫌
い
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ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
防
犯

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

犯
罪
を
寄
せ
つ
け
な
い
ま
ち

は
、
こ
の
基
本
の
上
に
築
か
れ

る
と
言
え
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
す
ど
の

地
域
に
も
、
犯
罪
が
起
こ
り
や

す
い
場
所
（
ま
ち
の
弱
点
）
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
形

や
場
所
も
、
町
並
み
の
動
き
と

と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

�
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

▽
人
通
り
の
少
な
い
道

▽
街
灯
の
少
な
い
暗
い
道

▽
高
い
塀
や
生
垣
が
多
い
住
宅

街▽
見
通
し
が
悪
く
、
死
角
の
多

い
公
園

▽
入
り
や
す
く
、
見
通
し
の
悪

い
駐
車
場　

な
ど

 　

防
犯
の
基
本
は
、「
自
分
た

防

犯

の

基

本

�
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ほ
か
に
市
で
は
、
犯
罪
を
寄
せ

つ
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
自
主
防
犯
組
織
に
対
す
る
支

援▽
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
（
獣

医
師
会
と
の
協
働
。
参
加
者
随

時
受
付
中
）

▽
防
犯
に
関
す
る
相
談
窓
口
の

設
置

▽
防
犯
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布

▽
市
職
員
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル

　

市
は
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ん
や
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と

い
っ
し
ょ
に
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
支
援
制
度
や
防
犯
に
関
す

る
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

ロ
ー
ル
を
２
月

　

日
か
ら
開
始

２３し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ご

み
と
資
源
を
収

集
・
運
搬
す
る

車
両
が
市
内
を

巡
回
す
る
際
、

「
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
」
と
書
か

れ
た
シ
ー
ト
を

は
り
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
う
と

い
う
も
の
で

す
。

　

な
お
、
こ
の

　

市
で
は
、
防
犯
事
業
の
一
環

と
し
て
、
新
た
な
「
地
域
の
目
」

を
増
や
す
た
め
、
小
平
市
清
掃

事
業
協
同
組
合
（
７
社
）
の
協

力
を
得
て
、
ご
み
と
資
源
の
収

集
・
運
搬
車
に
よ
る
防
犯
パ
ト

清

掃

事

業

者

に

よ

る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
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国民健康保険の届け出
手続きに必要なものこ ん な と き

（転入届出後、国保係へ）小平市に転入したとき（前住所で国
保に加入していた方）国

保
に
入
る
場
合

健康保険資格喪失証明書、退職証明
書、離職票など健康保険をやめたこ
とを証明するもの

職場などの健康保険をやめたとき

保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき
印鑑、被保険者証、母子健康手帳子どもが生まれたとき

被保険者証（転出届出後、国保係へ）小平市から転出するとき国
保
を
や
め
る
場
合

被保険者証、勤務先の被保険者証職場などの健康保険に加入したとき
被保険者証、保護開始決定通知書生活保護を受けるようになったとき
印鑑、被保険者証、葬祭費用の領収
書など死亡したとき

被保険者証住所（市内転居）・氏名・世帯主な
どに変更があったとき

そ
の
ほ
か

納税通知書・自動車運転免許証など、
本人であることを証明するもの、印鑑被保険者証をなくしたとき

在学証明書、被保険者証、転入先の
住民票

修学で住所地を離れるため、別個に
被保険者証が必要なとき

被保険者証、施設などに入園する場
合には在園証明書

旅行などで住所地を離れるため、別
個に被保険者証が必要なとき

被保険者証、年金証書、印鑑被用者年金を受給するようになり、
退職者医療制度に該当したとき

※上記の各届け出を代理人が行う場合は、代理人の印鑑も必要です。
※加入手続きの場合、家族がすでに小平市国保に入っているときは、その被保
険者証を持参してください。

※老人保健法などの医療証を受けている方は、それぞれの医療証も持参してく
ださい。

※出生・死亡の届け出で、出産育児一時金、葬祭費の支給対象となる場合は、
振込先となる世帯主などの金融機関口座番号を控えてきてください。

国
民
健
康
保
険


